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1. 八尾空港の概要 

八尾空港には多くの固定翼機やヘリコプターが駐留しており、小型航空機の基地とし

てはわが国最大である。 

空港内には、現在、第五管区海上保安本部八尾航空基地、建設省近畿地方建設局、大

阪府・奈良県警察本、大阪消防局の各航空隊及び陸上自衛隊中部方面航空隊の八尾駐屯

地などの官公署があり、災害救助、海難救助、患者輸送、消防及び治安活動等を行って

いる。また、民間の利用状況は、航空機を使用した事業を行っている航空会社等があり、

不定期航空運送事業のほか、宣伝広告、写真測量、遊覧飛行、建設協力、薬剤散布や操

縦訓練など幅広い産業航空活動を行っている。 

航空需要について、平成 26 年度における離着陸回数は、固定翼が年間約 12,400 回、

回転翼が年間約 11,000 回、計約 23,400 回である。（八尾空港事務所資料による） 
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2. 八尾空港環境計画の基本方針 

(1) 環境に対する背景 

地球温暖化、オゾン層の破壊といった環境問題は、21 世紀の人類がその叡智を結集し

て対応すべき最大の課題の一つであり、これらを解決し、持続的な発展を遂げていくた

めには資源の消費を抑制し、排出物を削減した循環型社会を構築していくことが求めら

れている。 

このような認識の下、我が国では平成 5年に「環境基本法」が、平成 12 年にはいわゆ

る「リサイクル関連六法」がそれぞれ制定される等、政府としてこれら環境問題の解決

に向けた取り組みを強化している中、空港に関連しては、平成 12 年 9 月に、運輸政策審

議会環境小委員会において、「循環型空港」実現の必要性が確認された。 

また、平成 14 年 12 月の交通政策審議会航空分科会の最終答申においても、空港にお

ける環境改善が強く求められるようになったところである。 

さらに、平成 17 年 2 月には「京都議定書」（2008～2012 年において 1990 年比で 6％

の Co2 排出量の削減）が発効するに至り、空港においても、自主的な環境配慮に止まら

ず、応分の責務を負うべきものと判断される。 

 

(2) 空港環境計画策定の目的 

八尾空港では、各空港会社を始めとして、多くの関係者が業務に従事しており、これ

までそれぞれの立場で環境に対する活動に取り組んできている。 

今後、これらの活動をさらに実行あるものにし、かつ、効率よく実施するためには、

関係者が一体となって活動を推進するための共通の目標を持つ必要がある。 

このため、環境要素毎の目標、具体的施策、実施スケジュール等から構成される共通

目標としての「空港環境計画」を策定する。 

 

(3) 環境目標の設定の考え方 

八尾空港環境計画における環境目標の設定にあたっては、本空港の規模、立地、気候

特性並びに周辺の環境を考慮して、大気に関してエコカーの推進、水質に関連して自治

体の水質保全施策との連携、さらに廃棄物減量のための刈り草リサイクルの検討を重要

課題とした。 

また、施策の実施状況を分かり易く掌握するために、可能な限り数値目標を設定する

こととする。 

なお、航空機騒音をはじめとした騒音に関しては、現時点で特に大きな問題はないと

考えられるが、市街地空港という特性からも、従来どおり実施可能な施策を実施してい

くことを基本として取り組むこととする。 
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(4) 実施方針の考え方 

①目標年度 

・ 10 年後の平成 30 年度を目標年度とする。当面、1 年ごと環境要素ごとに数値目

標をたて、その推進に取り組んでいくこととする。 

・ ただし、空港を取り巻く環境の変化や施策の技術動向等を勘案し、必要に応じ

て見直すこととする。 

②施策の実施スケジュール 

策定された空港環境計画の施策の実施にあたっては、国の空港整備計画や施

策の技術動向を勘案し、緊急性、早期実施の可能性、他の施策との連携等を考

慮の上実施していくものとする。 

③評価及び公表 

・ 協議会は、毎年、各事業者から空港環境計画に基づく環境施策の実施状況の報

告を受け、「実施状況報告書」として公表する。 

・ 協議会は、原則として概ね 5 年毎の評価を踏まえて、必要に応じ環境目標及び

「実施計画」の見直しを行い、これを「評価報告書」として公表する。 

 

(5) 対象範囲と対象区域 

1)対象範囲となる活動範囲 

・ 空港内のすべての活動（人、航空機、車、各種設備の稼働等）を対象とする。 

・ ただし、建設工事は一過性のものであり最終目標対象に直接リンクするものではな

いことから対象とはしない。しかしながら、工事実施に当たっては、環境に対する

影響が最小限になるよう配慮しなければならないものとする。 

 

2)対象となる区域 

・ 空港環境計画の活動の対象となる区域は、空港用地内とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             ■ 八尾空港範囲図
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3. 実施体制 

空港環境計画の実施にあたっては、関係者の理解と協力に基づく総合的な環境問題へ

の取り組みが必要なことから、本空港の管理者が中心となり八尾空港エコエアポート協

議会を組織するものである。 

 

(1) エコエアポート協議会の構成 

エコエアポート協議会の構成員は、以下のとおりとする。（順不同） 

 

・ 大阪航空局八尾空港事務所八尾市駐在航空機検査官 

・ 株式会社ノエビアアビエーション 

・ 大阪航空株式会社 

・ 朝日航洋株式会社 

・ 東邦航空株式会社 

・ マイナミ空港サービス株式会社 

・ 朝日航空株式会社 

・ 関西アビエーション株式会社 

・ 第一航空株式会社 

・ 学校法人ヒラタ学園 

・ アジア航測株式会社 

・ 共立航空撮影株式会社 

・ 中日本航空株式会社 

・ 有限会社ユニオン電業 

・ 大阪市消防局航空隊  

・ (財)航空保安協会八尾事務所 

                          （平成 28 年 1 月時点） 

(2) エコエアポート協議会の主な活動内容 

本専門部会の主な活動内容は、以下のとおりである。 

 

1)空港環境計画の策定 

空港の環境現況を調査し、優先順位を考慮して空港環境計画を策定する。 

2)施策の実施 

空港環境計画に基づき関係する各事業者が各々実施する。 

3)達成状況の評価 

空港環境計画の各施策の達成状況は、協議会で評価する。 

4)教育・啓発活動 

空港環境計画の実施にあたって、関係者に対し必要となる事項について継続的な教

育及び啓発活動を行うこととする。 
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4. 空港環境計画の進捗状況と中間評価 

(1) 評価の基準 

各環境要素における具体的な施策については、設定方法の違いにより２つのタイプに分

類し、それぞれの評価基準を以下のように設けた。また、進捗状況については、５段階に

分けて評価する。 

■ 施策の評価基準 

 
評価の区分 

評価の視点 評価 

タイプⅠ 

増加、減少や

現状維持を

目指すもの 

目標を達成した、あるいは目標の早期達成が期待できる ５ 

順調に推移している ４ 

遅れているが進展している ３ 

目標から遠ざかっている ２ 

目標達成に向けてほど遠い １ 

タイプⅡ 

行動自体が

目標の達成

となるもの 

目標を達成した ５ 

順調に推移している ４ 

遅れているが進展している ３ 

目標から遠ざかっている ２ 

目標達成に向けてほど遠い １ 

 

(2) 施策の進捗度 

環境レポートのデータや協議会の各事業者から収集したアンケート調査結果に基づき、

平成 28 年度における環境要素ごとの目標と施策の進捗度を整理する。 
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5. 環境施策の達成度  

(1) 大気（エネルギーを含む） 

 ■ 大気に関する具体的な施策 

具体的な施策 進捗度

① 低排出物航空機の導入を促進する。 3 

② 技術動向等を勘案し、GSE 等関連車両のエコカー化を図る。 3 

③ 照明器具及び空調設備等の省エネタイプ、高効率化の利用など、設備面におけ

る省エネ手法を促進する。 
4 

④ 省エネ行動の具体的内容を再検討するとともに、組織的に徹底する。（チェッ

クリストの作成、組織的体制づくりなどを推進する。） 
4 

⑤ アイドリングストップをはじめ、エコドライブ運動を組織的に促進する。 4 

 

① 低排出物航空機の導入を促進する。 【 3 】 

一部の事業者では次回更新時に導入を検討しており、今後の更新に応じて順次増加す

ることが考えられる。 

 

② 技術動向等を勘案し、GSE 等関連車両のエコカー化を図る。 【 3 】 

一部の事業者では、環境省より「エコファースト※」認定を受けており、二酸化炭素

排出量の削減やエコカーへの転換を推進している。 

他の事業者に関しても今後、車両の更新に応じて順次増加するよう推進している。 

 

※「エコファースト」とは 

環境省が平成 20 年 4 月から始めた「環境にやさしい事業活動を行っている企業」、「環

境分野において先進的、独自的でかつ業界をリードするような事業活動を行っている企業」

であることを認定するものです。企業は自ら、環境保全に関する具体的な取り組みを約束し

ます。 
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          ■エコファーストの約束書
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③ 照明器具及び空調設備等の省エネタイプ、高効率化の利用など、設備面における省

エネ手法を促進する。 【 4 】 

建物の更新及び新設時に、照明のLED化や太陽光を積極的に取り入れた構造とする等、

積極的に推進されており、まだ採用できていない建物に関しても今後の設備更新時に導

入するよう検討している。 

また、既存の建築物に関しても事務所内のエアコンを省エネタイプに更新したり、太

陽光発電システム（10kwh）の設置が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ■格納庫の LED 照明化         ■事務所内の LED 照明化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ■太陽光発電の設置    

 

④ 省エネ行動の具体的内容を再検討するとともに、組織的に徹底する。（チェックリ

ストの作成、組織的体制づくりなどを推進する。）。 【 4 】 

一部の事業者では、電灯の ON/OFF による節電推進活動や、エネルギーOffDay として

ノー残業 Day を実施している。 

また、毎年 5 月中旬から 10 月下旬にかけてはクールビズを実施するなど、積極的に

推進している事業者もある。 

 

⑤ アイドリングストップをはじめ、エコドライブ運動を組織的に促進する。 【 4 】 

各事業者毎にエコドライブ推進が積極的に行われており、個人レベルで不要アイドリ

ングのストップなどが行われている。 
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(2) 騒音・振動 

■ 騒音・振動に関する具体的な施策の進捗度 

具体的な施策 進捗度

① 低騒音型航空機の導入を促進する。 3 

② GSE 等関連車両について、低騒音型車両への転換を図る。 3 

③ アイドリングストップ運動を組織的に推進する。 4 

 

① 低騒音型航空機の導入を促進する。 【 3 】 

前述「大気」①の項と同様、順次導入されていくと考えられる。 

 

② GSE 等関連車両について、低騒音型車両への転換を図る。 【 3 】 

今後、車両の更新に応じて順次増加するよう推進している。 

 

③ アイドリングストップ運動を組織的に推進する。 【 4 】 

前述「大気」③の項と同様、エコドライブ推進が積極的に行われている。 

 

(3) 水 

■ 水に関する具体的な施策の進捗度 

具体的な施策 進捗度

①自動手洗水栓、節水器、節水コマ等の節水器の設置により節水を促進する。 4 

②雨水の有効利用（トイレ洗浄水や雑用水、散水などへの利用）に取り組む。 1 

③空港全体として節水キャンペーンを組織的に実施し意識の向上に努める。 1 

④水質改善の観点から、自治体の水質保全対策に連携して実行可能な範囲で協力

する。特に浄化槽については、公共下水道整備計画を考慮して、必要に応じて、

単独処理槽から合併処理槽への転換について検討する。 

3 

 

① 自動手洗水栓、節水器、節水コマ等の節水器の設置により節水を促進する。 

【 4 】 

施設の更新や新設時にトイレや手洗い場において、導入している事業者がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ■自動手洗水栓    
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② 雨水の有効利用（トイレ洗浄水や雑用水、散水などへの利用）に取り組む。 

【 1 】 

具体的な推進は行われていない。 

 

③ 空港全体として節水キャンペーンを組織的に実施し意識の向上に努める。 

【 1 】 

具体的な推進は行われていない。 

 

④ 水質改善の観点から、自治体の水質保全対策に連携して実行可能な範囲で協力する。

特に浄化槽については、公共下水道整備計画を考慮して、必要に応じて、単独処理

槽から合併処理槽への転換について検討する。 【 3 】 

直接下水に流すことが出来ない（油等を含む水槽）物は処理設備で適切に処理してい

る（処理設備については、定期的に八尾市の検査を受けている）。 

 

(4) 土壌 

■ 土壌に関する具体的な施策の進捗度 

具体的な施策 進捗度

① 滑走路上の鳥糞の除去作業を行う。 5 

② 犬の糞などに対して、看板を設置しその処理について飼い主への注意喚起を行

なう。 
5 

③ 航空機や車両等からのオイル漏れ等が発生した場合、速やかに中和剤処理等を

実施する。 
5 

 

① 滑走路上の鳥糞の除去作業を行う。 【 5 】 

滑走路上の鳥糞の除去作業を行っている。 

 

② 犬の糞などに対して、看板を設置しその処理について飼い主への注意喚起を行なう。 

【 5 】 

犬の糞などに対して、看板を設置しその処理について飼い主への注意喚起を行ってい

る。 

 

③ 航空機や車両等からのオイル漏れ等が発生した場合、速やかに中和剤処理等を実施

する。 【 5 】 

航空機材を有する事業者では車両等からのオイル漏れ等が発生した場合、速やかに中

和剤処理等を実施している。 
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(5) 廃棄物 

■ 廃棄物に関する具体的な施策の進捗度 

具体的な施策 進捗度

① リサイクル関連法並びに、リサイクルの基本的考え方を周知徹底することに

よって、廃棄物の削減を図る。 
4 

② 一般廃棄物発生量を定期的・継続的に計測し、その情報を共有することによ

り、廃棄物の発生抑制に向けた意識を明確化させる。 
4 

③ ゴミの減量化及びリサイクル推進への意識向上のためのキャンペーン、利用

客ふくめた個人単位での発生抑制に関する呼び掛けを実施する。 
4 

④ 刈草については、広範な利用方法について、関係機関とも十分検討しながら、

肥料化やバイオマス利用などの有効活用を図り、最終処分量を雫にするよう

に努力する。 

3 

 

① リサイクル関連法並びに、リサイクルの基本的考え方を周知徹底することによって、

廃棄物の削減を図る。 【 4 】 

事業者毎に、廃棄物の分別等積極的に推進している。 

また、全事業者共に廃棄物については「八尾クリーンセンター」に委託しており、八

尾市全体の事業系廃棄物処理量は減少傾向であり、平成 18 年度の 3.3 万トンから平成

25 年度には 2.2 万トンまで減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          出典 大阪市・八尾市・松原市環境施設組合 

「一般廃棄物処理基本計画 平成 27 年 4 月」 
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② 一般廃棄物発生量を定期的・継続的に計測し、その情報を共有することにより、廃

棄物の発生抑制に向けた意識を明確化させる。 【 4 】 

一般廃棄物の計測を定期的に実施しており、廃棄物の処理を専門の事業者と契約する

ことにより抑制している。 

 

③ ゴミの減量化及びリサイクル推進への意識向上のためのキャンペーン、利用客ふく

めた個人単位での発生抑制に関する呼び掛けを実施する。 【 4 】 

全事業者共にごみの分別化を積極的に推進し、減量化に努めている。 

 

④ 刈草については、広範な利用方法について、関係機関とも十分検討しながら、肥料

化やバイオマス利用などの有効活用を図り、最終処分量を雫にするように努力する。 

【 3 】 

刈草の広範な利用方法について検討はされているが、現時点では焼却処分している。 
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(6) 環境評価のまとめ 

これまでの空港環境計画における各環境要素の進捗状況を総合的に評価する。 

総合的な評価により、以下のような結果となった。 

 

■ 総合評価 

具体的な施策 
進捗状況 

の評価 

(1)大気 

(エネルギー含む) 

 

① 低排出物航空機の導入を促進する。 3 

② 技術動向等を勘案し、GSE 等関連車両のエコカー化を図る。 3 

③ 照明器具及び空調設備等の省エネタイプ、高効率化の利用など、設備面におけ

る省エネ手法を促進する。 
4 

④ 省エネ行動の具体的内容を再検討するとともに、組織的に徹底する。（チェッ

クリストの作成、組織的体制づくりなどを推進する。） 
4 

⑤ アイドリングストップをはじめ、エコドライブ運動を組織的に促進する。 4 

(2)騒音・振動 

① 低騒音型航空機の導入を促進する。 3 

② GSE 等関連車両について、低騒音型車両への転換を図る。 3 

③ アイドリングストップ運動を組織的に推進する。 4 

(3)水 

① 自動手洗水栓、節水器、節水コマ等の節水器の設置により節水を促進する。 4 

② 雨水の有効利用（トイレ洗浄水や雑用水、散水などへの利用）に取り組む。 1 

③ 空港全体として節水キャンペーンを組織的に実施し意識の向上に努める。 1 

④ 水質改善の観点から、自治体の水質保全対策に連携して実行可能な範囲で協力

する。特に浄化槽については、公共下水道整備計画を考慮して、必要に応じて、

単独処理槽から合併処理槽への転換について検討する。 
3 

(4)土壌 

①  滑走路上の鳥糞の除去作業を行う。 5 

② 犬の糞などに対して、看板を設置しその処理について飼い主への注意喚起を行

なう。 
5 

③ 航空機や車両等からのオイル漏れ等が発生した場合、速やかに中和剤処理等を

実施する。 
5 

(5)廃棄物 

① リサイクル関連法並びに、リサイクルの基本的考え方を周知徹底することによ

って、廃棄物の削減を図る。 
4 

② 一般廃棄物発生量を定期的・継続的に計測し、その情報を共有することによ

り、廃棄物の発生抑制に向けた意識を明確化させる。 
4 

③ ゴミの減量化及びリサイクル推進への意識向上のためのキャンペーン、利用客

ふくめた個人単位での発生抑制に関する呼び掛けを実施する。 
4 

④ 刈草については、広範な利用方法について、関係機関とも十分検討しながら、

肥料化やバイオマス利用などの有効活用を図り、最終処分量を雫にするように

努力する。 
3 
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6. 空港環境計画の見直しに向けて 

(1) まとめと達成状況 

以上を踏まえて、エコエアポート推進に向け今後の課題を整理する。 

 

1)【大気（エネルギー含）】 

CO2 総排出量に向けた取り組みは、それぞれの事業者ごとに積極的に推進されている

ため、基本的にはこれまでの実施施策を維持・検討（より有効な施策への転換を含む）

していく。 

また、数値目標の設定並びに評価を行うために、年度毎の各種エネルギー使用量を数

値化していく。 

八尾空港には大手エアラインが就航していないため、事業者毎に航空機や GSE 関連車

両の更新に合わせて低排出ものの導入を検討している状況である。航空機等の更新は、

機体並びに車体の寿命や各社の経済状況に大きく左右されるため当面の環境計画からは

削除する。 

 

2)【騒音・振動】 

騒音・振動については、積極的な推進活動が行われているため、これまでの実施施策

を維持・検討（より有効な施策への転換を含む）していく。 

八尾空港には大手エアラインが就航していないため、事業者毎に航空機や GSE 関連車

両の更新に合わせて低排出ものの導入を検討している状況である。航空機等の更新は、

機体並びに車体の寿命や各社の経済状況に大きく左右されるため当面の環境計画からは

削除する。 

 

3)【水】 

水の進捗状況については、事業者毎の推進活動は積極的に行われているため、今後は

節水キャンペーン等、空港全体での実施施策を推進していく。 

また、数値目標の設定並びに評価を行うために、年度毎の上水使用量、排水処理量を

数値化していく。 

下水の合併処理槽への転換については、各社の経済状況に大きく左右されるため当面

の環境計画からは削除する。 

 

4)【土壌】 

土壌については、環境状況の改善となるような行動を行っている。 

鳥や犬の糞対策は空港事務所で行っているため、当面の環境目標からは削除する。 

 

5)【廃棄物】 

廃棄物については、各事業者毎に 3Ｒ「Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、

Recycle（ リサイクル）」活動を推進していくとともに、刈草の利用方法について検討
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し、効率的な処分方法を決定する。 

また、数値目標の設定並びに評価を行うために、年度毎の廃棄物発生量及びリサイク

ル量を数値化していく。 

刈草の処分方法については、肥料化やバイオマス利用等の有効利用の検討が行われて

いるが、現実的には焼却処分せざるを得ない状況であるため、当面の環境計画では削除

する。 

 

(2) 環境目標（案）と具体的な施策（案） 

今後もエコエアポートの推進に向けた取り組みを進めていくため、目標の継続と共に

下表に示す新たな環境目標と具体的な施策を設定する。 

推進活動を進めるうえで、今後の環境目標に数値目標を設定できるよう、各環境目標

の取組結果を年度毎に数値化し集計していく。 

また、八尾空港は参入企業の入れ替わりが激しいため、全体の目標数値を定めること

が困難な場合には、1社当たりの平均目標値を定めることも検討する。 

 

■ 新たな環境目標（案） 

環境要素 環境目標 

大気 

(エネルギー) 
CO2 総排出量を着実に削減する。 

騒音・振動 騒音・振動を着実に低減する。 

水 上水使用量及び排水量を着実に削減する。 

土壌 排水や廃棄物を適正に管理する。 

廃棄物 一般廃棄物のリサイクル率を向上させる。 

 

           ■ 具体的な施策見直し（案） 

具体的な施策 

(1)大気 

(エネルギー含む) 

 

① 施設の更新・新設時に照明器具及び空調設備等の省エネタイプ、高効率化の

利用など、設備面における省エネ手法を促進する。 

② 省エネ行動の具体的内容を再検討するとともに、組織的に徹底する。（チェ

ックリストの作成、組織的体制づくりなどを推進する。） 

③ アイドリングストップをはじめ、エコドライブ運動を組織的に促進する。 

(2)騒音・振動 ① アイドリングストップ運動を組織的に推進する。 

(3)水 

① 施設の更新・新設時に自動手洗水栓、節水器、節水コマ等の節水器の設置に

より節水を促進する。 

② 雨水の有効利用（トイレ洗浄水や雑用水、散水などへの利用）に取り組む。

③ 空港全体として節水キャンペーンを組織的に実施し意識の向上に努める。 

(4)土壌 
① 航空機や車両等からのオイル漏れ等が発生した場合、速やかに中和剤処理等

を実施する。 

(5)廃棄物 

① リサイクル関連法並びに、リサイクルの基本的考え方を周知徹底することに

よって、廃棄物の削減を図る。 

② 一般廃棄物発生量を定期的・継続的に計測し、その情報を共有することによ

り、廃棄物の発生抑制に向けた意識を明確化させる。 

③ ゴミの減量化及びリサイクル推進への意識向上のためのキャンペーン、利用

客ふくめた個人単位での発生抑制に関する呼び掛けを実施する。 
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【参考資料】 

 

八尾空港環境データ 

平成26年度

606

27,640

14,894

126

単位 平成26年度

売電 Ｋｗｈ／年 1,057,211

自家発電等 Ｋｗｈ／年

都市ガス ㎥／年

プロパン ㎥／年 550

Ａ重油 ㍑／年

軽油 ㍑／年 39

灯油 ㍑／年 4,624

ガソリン ㍑／年 530

軽油 ㍑／年 6,449

ガソリン ㍑／年 31,580

水道水 ㎥／年 12,942

井戸水 ㎥／年

その他 ㎥／年

㎥／年

㎥／年

電気自動車 台

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ 台 2

天然ｶﾞｽ車 台

ＬＰｶﾞｽ車 台

その他 台

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車 台 7

ｶﾞｿﾘﾝ車 台 33

合　計 台 42

　エコカー導入率(%) ％ 5%

水使用

中水

下水処理量

保有車両台数

エコカー

その他

上水道

施設用

電力

ガス

その他

車両用

項　　　　　　　目

遊覧客数

離発着回数

取扱機数

常駐機数

エネルギー使用

量
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